日本で行うFPV Drone Raceに使用する無線周波数の動向について
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国際レースバンド

　海外でのRaceにおいては、下記の国際レースバンド(8波）が使われだしている。

この周波数は米国の5.6GHz帯のハムバンドであり、ハムライセンスで運用することが原則になっている。

5658, 5695, 5732, 5769, 5806, 5843, 5880, 5917　MHz (37MHz span each ）

これらは日本の5.6GHzのハムバンドプランには合致していないため、国内のレースで使用することは出来ない。

販売されているVTXのチャンネルマップ

　現在市場に出回っているVTXは下記の32CH構成に上記のRaceBandの8CHを加えた40CH仕様が主流になってきている.

FRA: 5740MHz, 5760MHz, 5780MHz, 5800MHz, 5820MHz, 5840MHz, 5860MHz, 5880MHz
FRB: 5705MHz, 5685MHz, 5665MHz, 5645MHz, 5885MHz, 5905MHz, 5925MHz, 5945MHz
FRC: 5865MHz, 5845MHz, 5825MHz, 5805MHz, 5785MHz, 5765MHz, 5745MHz, 5725MHz
FRD: 5658MHz, 5695MHz, 5732MHz, 5769MHz, 5806MHz, 5843MHz, 5880MHz, 5917MHz　FRE: 5733MHz, 5752MHz, 5771MHz, 5790MHz, 5809MHz, 5828MHz, 5847MHz, 5866MHz

上記のうち、赤字の周波数が日本のハムバンドプランに合致している7波であるが、実際に同時に運用する場合には干渉を避けるため、　5705,5740,5800　の3波のみを使用している。

３．F3Fモード変更による運用CHの追加

レポート「ナローバンド化検討」により、F3FタイプのVTX, VRXを使用することにより、同時運用CHは下記のように増波することが可能である。

	
	1
	2
	3
	4
	5

	Band1
	5705
	5740
	5780
	5805
	

	Band2
	5695
	5715
	5740
	5780
	5805


http://sky.geocities.jp/oumeastro/5.6GHz5CH.doc

●Band1では同時4波運用が出来る。

従来の32CHVTXをF3F化するだけで5780-5805(25MHz離調）運用が可能と思われる。VRXのBPF変更や周波数変更は必要ないため従来のVRX が使用できる。

●Band2では同時5波運用が出来る。

CH2に5715MHzという新しい周波数を組み込んだNarrowBandタイプのJR(Japan Race)バージョンのVTX/VRXが必要となる。JR バージョンのVTX/VRXは開発中で、近々国内市場にリリースを予定している。

AMIMON社のDigital　5.6GHzVTX/VRX

　AMIMON　Japanから6月にリリース予定の[Vision]は帯域幅10MHzのデジタルvideo無線機で、日本のハムバンドのバンドプランに合致させて開発した。

日本向け「Vision」は二つのModeを持ち、Mode1はJR(日本レースバンド）仕様、Mode2はIR(国際レースバンド）仕様である。

Mode1：5695,5705,5715,5740,5750,5775,5785,5795,5805MHz　の９CH JR　band
Mode2：5658,5695,5732,5769,5806,5843,5880,5917MHz　の８CH　IR band

Mode1でのJRバンドでは9CHの同時運用が可能としているが、まだ現物がないため、混信の実力は未確認である。

720Pの鮮明なHD 映像が遅延なしで得られる仕様になっている。

VTXの出力は2Wであるが、Whipアンテナでの通達距離は300m程度と思われ、Drone Race向けに開発された無線機であることがうなずける。

5月にHobbyKingから発売されるものは日本仕様ではないので注意が要る。

JR 仕様は5.6GHz日本ハムバンドプランと電波法に合致するため、アマチュア無線局運用であり、TSS等の保証認定により申請が可能である。

Mode1のうち青字の5695,5715,5740,5805は3項のアナログF3FのBand2と同じであるため、従ってアナログ･デジタルによる混在組み合わせも可能である。
こういった無線機の出現により、日本国内でのDroneRace運用も変化してくる。

主催者は法規および無線機器の動向に留意しておく必要がある。

海外からの参加選手について

　国内でのDroneRaceに海外からの選手の参加については、アマチュア無線局のゲスト運用が可能である。母国でのハムライセンス保持者でかつ日本と協定を結んだ国に限定される。また外国人のVTX持ち込み運用は禁止されている。詳しくはJARLの「ゲスト運用」を参照のこと。http://www.jarl.org/Japanese/2_Joho/2-2_Regulation/guest_op.htm

